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電 気 電 子 工 学 委 員 会 

URSI 分 科 会（第 25 期・第 3 回） 

議 事 要 旨 

 

日 時 ： 令和 4 年 5 月 17 日（火）15:00～17:30 

場 所 ： オンライン開催 

出席者 ： （委員）三瓶政一、中村卓司、荒木純道、安藤真、黒田徹、黒田道子、

小柴正則、小林一哉、河野隆二、佐藤亨、新永浩子、仙石正和、

津田俊隆、津田敏隆、中村正人、福永香、森川博之、八木谷聡、

伊藤公一、小山泰弘、芳原容英 

（オブザーバ）石坂圭吾、尾崎亮介、蜂須英和、広川二郎、末松憲治、

冨士田誠之、牛尾知雄、齋藤龍真、斎藤亨、小嶋浩嗣、 

久野成夫、渡辺聡一、佐々木謙介、大村 善治、多氣昌生、 

山崎恒樹、長坂崇史、桝田安志、八田真珠美 

 

議 事 ： 

 

1. 前回（第25期・第2回）URSI分科会議事要旨及び議事録について 

第25期・第2回URSI分科会議事要旨について報告があった。また同議事録について

承認された。 

 

2. URSI分科会の活動について 

2.1 URSI分科会小委員会の開催状況について 

URSI分科会A～K小委員会の開催状況について報告があった。 

 

2.2 令和4年度日本学術会議代表派遣会議について 

URSI分科会からの令和4年度代表派遣会議の推薦及び決定について報告が

あった。 

 

2.3 URSI分科会の活動報告について 

URSI分科会の活動報告について報告があった。 

 

2.4 日本学術会議国際ユニオン交流会について 

標記交流会について開催概要の報告があった。 

 

2.5 持続可能な発展のための国際基礎科学年2022(IYBSSD2022)に関する連絡会

議について 

標記連絡会議について開催概要の報告があった。 

 

2.6 国際学術団体状況調査票の提出について 

国際学術団体状況調査票及び広報用PPT資料の提出について報告があった。 
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2.7 その他 

特になし。 

 

3. URSI本部への対応について 

3.1 2022年URSI分担金について 

URSI本部への2022年分担金について報告があった。 

 

3.2 URSI Centenary Bookについて 

URSI Centenary Book（URSI 100周年記念誌）が完成し、URSIホームページ

に掲載されていることの報告があった。 

 

3.3 Women in Radio Science (WIRS) Chapter in Japanについて 

WIRS Chapter in Japanの立ち上げについて提案があり、審議の結果、承認

された。 

 

3.4 2023年URSI学術賞について 

2023年URSI学術賞における受賞候補者の推薦募集がなされていることの報

告があった。 

 

3.5 URSIスポンサーシップについて 

URSIのスポンサーシップを受けている国際会議について報告があった。 

 

3.6 その他 

特になし。 

 

4. 第34回URSI総会（URSI GASS 2021）の開催について 

4.1 開催概要について 

2021年8月～9月にイタリア・ローマで開催された第34回URSI総会の開催概

要について報告があった。 

 

4.2 URSI Board次期役員の選出について 

URSI Board次期（2021～2023年）役員の選出結果について報告があった。 

 

4.3 URSI Commission次期役員の選出について 

URSI Commission次期（2021～2023年）役員の選出結果について報告があっ

た。 

 

4.4 第36回URSI総会（2026年）開催地の選定結果について 

第36回URSI総会（2026年）開催地がポーランド・クラクフに選定されたこと

の報告があった。 

 

4.5 URSI National Reportの作成について 

A～K小委員会の活動状況をまとめたURSI National Report（2016年11月～
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2020年10月）の作成について報告があった。 

 

4.6 その他 

特になし。 

 

5. 2022年URSI大西洋／アジア・太平洋電波科学会議（URSI AT-AP-RASC 2022）の開

催について 

2022年5月～6月にスペイン・グランカナリア（現地とオンラインのハイブリッド）

で開催される予定のURSI AT-AP-RASC 2022の概要について説明があった。 

 

6. 第35回URSI総会（URSI GASS 2023）の札幌開催について 

6.1 URSI GASS 2023の基本情報について 

2023年8月に札幌で開催予定のURSI GASS 2023の基本情報について説明があ

った。 

 

6.2 URSI GASS 2023の運営組織について 

6.2.1 （追加）運営組織の構成について 

URSI GASS 2023における各種運営組織の構成について説明があった。 

 

6.2.2 （追加）大会委員長・大会共同委員長について 

URSI GASS 2023の大会委員長・大会共同委員長について説明があっ

た。 

 

6.2.3 （追加）組織・実行・論文委員会及び事務局について 

URSI GASS 2023の組織・実行・論文委員会及び事務局について説明

があった。 

 

6.2.4 （追加）学術プログラム・若手研究者プログラム委員会について 

URSI GASS 2023の学術プログラム・若手研究者プログラム委員会に

ついて説明があった。 

 

6.2.5 （追加）常設運営組織について 

URSIにおける常設運営組織について説明があった。 

 

6.2.6 （追加）準備委員会の解散について 

URSI GASS 2023実行委員会の立ち上げに併せてURSI GASS 2023準備

委員会を解散することの提案があり、審議の結果、承認された。 

 

6.2.7 （追加）その他 

特になし。 

 

6.3 日程表について 

URSI GASS 2023の日程表（タイムテーブル）について説明があった。 
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6.4 会場使用計画について 

URSI GASS 2023の会場使用計画について説明があった。 

 

6.5 ポスター、ロゴ、ホームページの制作について 

URSI GASS 2023のポスター、ロゴ、ホームページの制作状況について説明

があった。 

 

6.6 収支計画について 

6.6.1 （追加）参加登録費及びバンケット参加費について 

URSI GASS 2023の参加登録費及びバンケット参加費について説明が

あった。 

 

6.6.2 （追加）助成金申請・獲得状況について 

URSI GASS 2023の開催に対する各種助成金の申請・獲得状況につい

て説明があった。 

 

6.6.3 （追加）スポンサーシップについて 

URSI GASS 2023に対するスポンサーシップについて説明があった。 

 

6.6.4 （追加）予算書について 

URSI GASS 2023の予算計画の状況について説明があった。 

 

6.6.5 （追加）その他 

特になし。 

 

6.7 趣意書について 

URSI GASS 2023の趣意書について説明があった。 

 

6.8 （追加）論文の著作権に関する取扱いについて 

URSI GASS 2023における発表論文の著作権に関する取扱いについて説明が

あった。 

 

6.9 （追加）学術プログラムについて 

6.9.1 （追加）Call for Papersについて 

URSI GASS 2023のCall for Papersについて説明があった。 

 

6.9.2 （追加）若手研究者プログラムについて 

URSI GASS 2023の若手研究者プログラムについて説明があった。 

 

6.9.3 （追加）プレカンファレンスプログラムについて 

URSI GASS 2023のプレカンファレンスプログラムについて説明があ

った。 

 

6.9.4 （追加）その他 
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特になし。 

 

6.10 その他 

特になし。 

 

7. URSI日本生誕100周年記念シンポジウムの開催及び関連事業の実施について 

URSI日本生誕100周年記念シンポジウム及び関連事業の準備状況及び今後の予定

について説明及び提案があり、審議の結果、承認された。 

 

8. 2022年URSI日本電波科学会議（URSI-JRSM 2022）の開催について 

URSI-JRSM 2022の準備状況について説明があった。 

 

9. 小委員会の活動について 

小委員会の活動について報告があった。 

 

10. その他 

特になし。 

 

以 上 
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